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はじめに
ι雪上に現われ生殖活動を行う昆虫類の一群があること
は，我が闘でも古くから知られてL、る。鈴木牧之 (1770
~1842) は「北越雪議J (1835)に有麹のカワゲラとユ
スリカを図示し，泉末雄 (1890~1968) は高回測候所長
のとき「雪の調査J(1929)に無麹と有麹のカワゲラ，
トピムシ，ユスリカなどの外部形態を詳細に記述してい
る。しかし，この2編は今日の分類学のレベルで考察す
るには不備があり種を決定するにいたらない。これら雪
虫類については近年，吉井 (1961)， 1合 (1961)，樋熊
(1961)， lCavvai (1967)らによって分類・生態の方面に
ある程度の進展をみたがまだ十分ではない。
今回，佐渡島の雪虫のうち，特にカワゲラ類の分布を
生物地理的な立場から取り上げてみたいと考え渡島調査
を行なった結果，若干の知見を得ることができた。現地
調査は，わずか1日で資料も多くはないが，今後に備え
て報告する。
本報をまとめるにあたり，種の同定をお願いした奈良
女子大学川合禎次博士，公表の機会を与えられた新潟大
学本間義治博士に心からお礼申上げる。
調査方法
1. 調査期日:1980年3月23日。
2. 穏査地域:両津市梅津川の流域で，調査当日に積
雪が見られた馬場部落の西端(海抜 50m，積雪深 0.3m)
から岩崎橋を経て，梅津川は二俣になるが，上流に向っ
て右沢になる本沢(調査地末端の海抜200m，積雪深1.2
m)と左沢になる梅津川支川の水沢川の沢(調査地末端
の海抜300m，積雪深 1・5m)の地域である(図1)。調査
距離は，馬場から岩崎橋まで約2，000m，岩崎橋から梅津
川本沢及び水沢川の沢の調査地末端までそれぞれ1，600
m でこの聞を徒歩ωミん乙きを履く)で往復した。
3. 気象状態:曇り後晴れ。正午の気温 50C，水温-
20C (水沢川)。前日の降雪量は約 0.2m。
4. 調査時間:水沢川の沢は9時30分から13時30分ま
での3時間，梅津川本沢は13時30分から14時30分までの
1時間，岩崎橋から馬場部落の間は14時30分から16時ま
での 1時間30分である。
5. 採集方法:岩崎橋から上流の二つの調査地域の場
合は，肉眼で認められる全個体を対象にした。岩崎橋か
ら下流の地域は単一種の多発地があったため，前記の方
法をとらず認意に行なった。
結果及び考察
この調査によって，積雪期の梅津川流域から下記6種
のカワゲラ類の生息が認められた。この種類数は，羽化
期のずれや見落しなどによる未確認の種が今後の調査で
発見される可能性を考慮に入れても，佐渡島に分布する
雪上種の大半を得たものと思われる。
種の既知分布地はlCavvai(1967)によった。
1. Protonemura hotakana Uenoオオグロオナシ
カワゲラ(図 2a)
本州(長野県上高地〕
25 S 44れ水沢川の沢:17 S 18♀，梅津川本沢
図 1 梅津川支川の水沢川の沢
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図 2 梅津川流域に見られる雪上のカワゲラ類 a:オオクロオナシカワゲラ， b: Rhopalopsole 
parva Kawai (?)， c :ミジカオカワゲラ， d:ヤスマックロカワゲラ
2. Rhopalopsole parva Kawai? (図 2b)
真の R.parvaは本州〈京都〉
1 S 1♀，水沢川の沢:2S 2♀，梅津川本沢に注ぐ
梅津発電所の放水溝
3. Strophopteryx nohirae (Okamoto) ミジカオ
カワゲラ(図 2c)
本州(新潟，長野，滋賀，京都，大阪，奈良)，九
州(福岡県彦山〉
2S 2平，水沢川の沢:1 S，馬場
4. Capnia yasnumatsui (Kohno)ヤスマックロカ
ワゲラ〈図 2d)
本州(福島，新潟，長野)
28S 51れ馬場
5. Capnia sp. 
1!j1 ，水沢川の沢
6. Eucapnopsis stigmatica Okamoto ミジカオグ
ロカワゥrラ
本州(青森，福島，新潟，長野，東京，岐阜，京都，
大阪，兵庫)
2 S 1♀，水沢川の沢
上記の通り，馬場で2種80個体，水沢川の沢で4穫す8
個体，梅津川本沢から2種却個体を採集した。このよう
に， 3調査地域のうち水沢JIの沢め種組成が最も優れて
いることがわかる。予想に反して貧相であったのは本沢
である。これは多分，調査地末端にある砕石工場が常時
多量の泥水を流していることなども原因の一つになって
いるものと考えられる。
おわりに
今回の調査では，本州の積雪地帯に多産する無趨のカ
ワゲラ類 (Eocapnia，Allocapniella)は発見できなか
った。このような現象が確認されれば，セ y ケイカワゲ
ラなど無麹カワゲラの日本列島への侵入，佐渡島成立の
問題を考える際に輿味ある材料を提供するものと思われ
る。
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